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●アニメプロジェクトin大泉2023

（4）風を感じるまちづくり

●散策しやすいまちづくり
　区では、都市計画道路や生活幹線道路などの新設に
当たり、バリアフリー化を図っている。併せて、地域
の景観に配慮した緑化、無電柱化、街路灯などの施設
整備による道路の質の向上を図り、安全・安心で散策
しやすいまちづくりを進めている。
　

〔第36回照姫まつりポスター〕
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　大泉学園駅北口周辺の各会場で、アニメをはじめと
した映像文化資源を活用したイベントを開催した。
〔開催日〕５年５月28日（日）
〔場　所〕・大泉小学校・大泉図書館・妙延寺
　　　　　・大泉風致地区公園
　　　　　・東映アニメーションミュージアム
〔来場者〕19,500人
〔概　要〕・キャラクターショー
　　　　　・アニメーション上映会
　　　　　・トークショー
〔主　催〕アニメプロジェクトin大泉推進連絡会

［アニメプロジェクトin大泉2023キービジュアル］
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56  多文化共生、国際・都市交流の推進

●友好都市等との交流
１　北京市海

かい
淀
でん
区

年 動　き

昭和 63年「東京都区市町村友好代表団（団長・練馬区長）」が北
京市を訪問（交流開始）

平成 4年 海淀区長を招き「友好・協力交流に関する合意書」に
調印

5年 区民親善訪問団を海淀区へ派遣

14年

・海淀区に桜を寄贈
・「友好交流10周年記念写真展」開催
・海淀区少年少女合唱団と練馬児童合唱団による合同
演奏会を開催（友好交流10周年記念）

・区長が海淀区を訪問し「友好・協力交流に関する合
意書」に調印

19年
・「練馬区・北京市海淀区友好文化交流展」開催
・「友好交流15周年記念写真展」開催
・区議会代表団が海淀区を訪問

20年 海淀区から贈られた記念碑（友好交流 15周年・練馬
区独立60周年記念）を区役所本庁舎正面玄関に設置

24年
・海淀区少年少女合唱団と練馬児童合唱団による合同
演奏会を開催（友好交流20周年記念）

・練馬区スポーツ交流団（14人）を海淀区へ派遣

28年 北京市青少年キャラバン訪日団が練馬区を訪問、中学
生と交流

29年 練馬区独立 70周年記念式典参列のため、北京市海淀
区代表団が練馬区を訪問

30年 ・練馬区長・区議会代表団が北京市海淀区を訪問
・北京市海淀区代表団が練馬区を訪問

令和元年 北京市海淀区区民訪問団が練馬区を訪問
４年 友好提携30周年記念事業を実施

〔北京市海淀区　頤
い
和
わ
園
えん
〕

ユネスコの世界遺産に登録されている庭園公園

（1）各国文化の相互理解

●相互理解の促進と生活支援
　外国人区民と日本人区民が互いの文化・習慣の違い
を認め合い継続的な関係を築いていけるよう、さまざ
まな交流事業や講座を実施している。
　また、外国人区民の日常生活上の不安を解消し地域
の構成員として生活ができるよう、きめ細やかな生活
支援を行っている。
１　相互理解促進事業
⑴　外国人と日本人の交流
　　各国の文化紹介等を行うことにより、外国人区
民と日本人区民とが気軽に交流する場として、文
化交流カフェ（５月・７月・９月・11月・１月・
３月、全６回）を開催した。

⑵　やさしい日本語研修
　　分かりやすい日本語によるスムーズな意思疎通
を目指した研修を、区民と区職員を対象として実
施した。

⑶　日本語ボランティア実践研修
　　外国人区民へ日本語を教えるボランティアの
スキルアップ研修を実施した。

２　外国人区民への生活支援
⑴　外国語による相談窓口
　　毎週月～金曜日の午後、区役所本庁舎に外国語
による相談窓口を設け、区の事業・文化・学習情
報の提供や日常生活上の相談を受けている。（英
語・中国語・韓国語・タガログ語）

　注：韓国語は金曜日、タガログ語は月曜日のみ
⑵　文化交流ひろば　情報コーナー
　　平日午前10時～午後１時、土・日・祝休日午
後１～４時に、文化交流ひろば（光が丘）に情報コー
ナーを設け、各種の生活情報を多言語により提供
している。（英語：火・木・土、中国語：水・金・日、
韓国語：月）

⑶　日本語講座
　　「にほんごのきょうしつ」（４～12月）、「こど
も日本語教室」（原則、学校休業期間および第二
土曜日を除く毎週土曜日）を開催した。

３　ボランティアとの協動
　区の窓口で日本語を母語としない外国人への通訳を
行う通訳・翻訳ボランティアや、日本語講師のボラン
ティアの登録を随時受け付けている。５年度末現在の
登録者数は通訳・翻訳ボランティアが333人、日本語

講師ボランティアが180人である。　

215

区勢概要Ｒ６.indd   221区勢概要Ｒ６.indd   221 2024/08/05   9:402024/08/05   9:40



222206

２　イプスウィッチ市
年 動　き

昭和63年 練馬区国際交流友好都市提携調査団がオーストラリア
を訪問（交流開始）

平成 5年 区立中学校生徒のイプスウィッチ市への派遣を開始

6年 イプスウィッチ市長を招き「友好都市提携に関する合
意書」に調印

13年 イプスウィッチ市に友好のシンボル「ネリマガーデン」
が開園し、区長、区議会議長が開園式に出席

16年 区長、区議会議員団がイプスウィッチ市を訪問、「友
好都市提携 10周年に関する合意書」に調印

21年 区長、区議会議員団が「ネリマガーデン」茶室の完成
式典に出席（友好都市提携15周年）

22年 練馬区手工芸作家連盟がイプスウィッチ市自治体
150周年に参加し、展覧会とワークショップ実施

23年

・洪水により甚大な被害を受けたイプスウィッチ市に
対し、区・区議会から義援金送付

・イプスウィッチ市の小学生から東日本大震災のお見
舞いメッセージ付きのぬり絵が届く

24年 イプスウィッチ市長と友好訪問団が練馬区を訪問、第
35回練馬まつりに参加

26年
・イプスウィッチ市長と友好訪問団が練馬区を訪問
・「友好都市提携 20 周年に関する合意書」に調印、
石神井松の風文化公園での記念植樹を実施

令和元年 イプスウィッチ市訪問団が練馬区を訪問、世界都市農
業サミットおよび関連イベントに参加

５年 区立中学校生徒派遣事業の再開に伴い、区長がイプス
ウィッチ市を訪問

〔イプスウィッチ市　セントメアリーズカトリック教会〕

市の中心部にある歴史的建造物

３　諸外国との交流
　平成９年11月に練馬区独立50周年、フランスにお
ける日本年などを記念し、フランス・ストラスブール
市に桜を寄贈した。10年5月には同市からマロニエ
の苗木100本が寄贈され、区画街路３号線と中村小学
校に植樹するなどの交流歴がある。
　21年４月にはフランス・アヌシー市とアニメ産業
交流協定を締結した。
　また、４年８月に駐日エクアドル大使が練馬区を訪
問した。
４　海外友好都市等の周知
⑴　海外友好都市紹介事業
　①北京市海淀区
　　５年７月、区役所アトリウムで写真展を開催

　した。
　②イプスウィッチ市
　　５年５月、区役所アトリウムでミニコンサート
　およびオーストラリアの食文化紹介を行った。

⑵　海外友好都市パネル展
　　６年１月、区役所アトリウムで海淀区およびイ
プスウィッチ市について、パネル等による紹介展
示を行った。

⑶　海外友好都市紹介ケースの常設展示
　　海外友好都市紹介の展示ケースを区役所アトリ
ウムに常設している。
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５　国内都市（長野県上田市）との交流
　昭和 55 年に長野県武石村（現上田市）に武石少年
自然の家を開設したことから交流が始まり、平成６
年に「友好提携に関する合意書」の調印を行った。
その後、18 年の市町村合併により上田市となったこ
とから、同年８月に改めて「友好提携に関する合意
書」の調印を行った。
　令和４年 10 月には上田市がアンテナショップ「信
州上田物産館（UEDA　Nerima　BASE）」を石神井
町７丁目に開設した。
　５年度の交流実績は、つぎのとおりである。
⑴ 友好都市・上田市写真展を開催（５年４月）
⑵ 上田市が照姫まつりに出展（５年４月）
⑶ 上田市物産販売会を開催（５年６月～６年２月
の毎月）

⑷ 上田市が練馬まつりに出展（５年 10月）
⑸ 上田市が「うえだ推し！キャンペーン 2023 in 
練馬」（５年 10月、11月）を開催

⑹ 上田市が「全国都市農業フェスティバル」に出
展（５年 11月）

⑺ 区長が上田市を訪問（5年 11月）
⑻ 上田市の「稲倉の棚田」のオーナー募集記事を
区報に掲載（６年 1月）

⑼ 上田市を紹介するパネル展を開催（6年１月）
⑽ 上田市が「イラストレーター　キン・シオタニ
さん１日店長物産販売会」を区民・産業プラザで
開催（６年３月）
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（1）平和を尊ぶ心を育む

  57 平和と人権の尊重、男女共同参画の推進

●平和推進事業
　平和を尊ぶ心を育み、人々へ伝えていくため、昭和
58年に「非核都市練馬区宣言」を行い、区立施設に「非
核都市練馬区宣言パネル」を設置している（宣言文は
裏表紙参照）。また、平成７年に光が丘公園内に「平
和祈念碑」を建立し、平和への願いを発信している。
１　平和祈念コンサート
　音楽や戦時体験の講演等を通して世界の恒久平和を
祈念しようという趣旨で、平成４年度から実施している。
　５年度は８月４日に生涯学習センターで開催した。
出演者は住谷美帆氏（サクソフォン）、佐藤采香氏
（ユーフォニアム）、清水初海氏（ピアノ）。音楽演奏
のほか、区内在住の石塚太郎氏を招き、疎開先での生
活や、爆撃があった日のことについて語っていただい
た。また、友好都市である中国北京市海淀区、オース
トラリア・イプスウィッチ市から送られた平和への思
いを込めたメッセージを披露した。
２　平和祈念パネル展
　５年７月28日から８月16日に石神井公園ふるさと
文化館で、８月２日から８月15日に区役所アトリウム
で東京大空襲、原爆投下、戦時下の練馬等を写したパ
ネルやポスターを展示した。

（2）人権の尊重と男女共同参画を進める

●人権尊重の理解を深めるための啓発
　平成28年に「障害者差別解消法」、「部落差別の解
消の推進に関する法律」、「本邦外出身者に対する不当
な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律」
が、31年には都が「東京都オリンピック憲章にうた
われる人権尊重の理念の実現を目指す条例」を施行し、
多様な個性を持った人々が、違いを認め合い、自由に
参画し、支え合う社会を作るための法令整備が行われ
ている。
　しかし、いじめや虐待、配偶者による暴力など、相
手の人権を考えない行為が後を絶たず、また、公共施
設への差別的な落書き、街頭宣伝でのヘイトスピーチな
ど外国人や同和問題に対する差別行為が発生している。
　５年に区が実施した「人権・男女共同参画に関す
る意識と労働実態調査」では「人権侵害や差別を受け
た経験がある」と答えた区民の割合は、34.1％であっ

た。区はそれらを踏まえ、差別を許さないという認識
のもと、周知・理解促進に取り組んでいる。
１　人権啓発事業
⑴　人権週間行事
　　毎年12月の人権週間に合わせて、講演や映画
の上映、中学生による人権作文の朗読等を行って
いる。５年度は映画「ズートピア 」の上映と人権
作文の朗読を生涯学習センターで行い、参加者数
は延べ131人であった。

　　また、区役所アトリウム、男女共同参画センター
えーる、春日町図書館で女性や子ども、犯罪被害
者やその家族等、さまざまな人権問題についてパ
ネルやポスターを展示した。

⑵　人権セミナー
　　人権問題に関する当事者・関係者・学識経験者
等を講師に迎え、主に成人を対象として、より深
い人権啓発を行うことを目的に全３回開催し、参
加者は延べ70人であった。

⑶　啓発DVDの貸出し
　　団体の研修会や個人等に対し、同和問題等の啓
発DVDを貸し出している。

⑷　区報による啓発
　　毎年、５月３日の憲法記念日と12月の人権週
間にあわせ、人権についての啓発記事を掲載して
いる。

⑸　啓発用小冊子の配布
　　新成人に向けた人権啓発として、小冊子「自分
らしくGO!!!　大人になるあなたへ」を「成人の
日のつどい」で配布した。

２　犯罪被害者等支援施策の総合的推進
　平成21年３月に「練馬区犯罪被害者等支援基本方
針」を策定し、犯罪被害者等支援施策の総合的推進を
図っている。
　区の窓口での二次的被害を防止する取組として、
22年２月に「犯罪被害者等支援の手引」を作成した。
さらに、３年度には「窓口対応力向上の手引」への掲
載により、犯罪被害者等の立場を理解し適切な対応を
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　⑹　LGBT等の理解啓発
　性の多様性の理解促進のため、東京学芸大学附
属国際中等教育学校と協力し、「マンガで高校生
と一緒に考える LGBT パネル展」を実施した。
また、パネル展での高校生の作品を活用して、思
春期の子供を持つ保護者向けのリーフレットを作
成し、区立中学校等へ配布した。
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